
第
三
条
第
二
項

拉
致
被
害
者
等
給
付
金

老
齢
給
付
金

第
七
条
第
二
項

前
項

第
十
九
条

第
七
条
第
三
項

前
項

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

拉
致
被
害
者
等
給
付
金

老
齢
給
付
金

第
八
条

前
条
第
一
項

第
十
九
条

拉
致
被
害
者
等
給
付
金

老
齢
給
付
金

第
十
一
条
第
一
項
か

ら
第
六
項
ま
で
（
第

一
項
第
三
号
及
び
第

二
項
第
三
号
を
除

く
。）

拉
致
被
害
者
等
給
付
金

老
齢
給
付
金

対
象
被
害
者
等

老
齢
被
害
者
等

前
項
の

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

の

前
項
第
一
号

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
一
号

前
項
第
二
号

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
二
号

第
一
項
の

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一

項
の

前
項
各
号

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

各
号

前
条
第
五
項

第
二
十
条
第
五
項

第
一
項
及
び
第
三
項

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一

項
及
び
第
三
項

第
十
一
条
第
七
項

拉
致
被
害
者
等
給
付
金
を

老
齢
給
付
金
を

対
象
被
害
者
等

老
齢
被
害
者
等

第
九
条

対
象
被
害
者
等

老
齢
被
害
者
等

拉
致
被
害
者
等
給
付
金

老
齢
給
付
金

前
条

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条

前
項

第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項

第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五

項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。

対
象
被
害
者
等

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

五
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
た
だ

し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
基
準
月
か
ら

十
年
を
超
え
た
後
最
初
に
こ
れ
ら
の
規

定
を
適
用
す
る
と
き
を
含
む
。

老
齢
被
害
者
等

平成™�年˜™月™�日 金曜日 (号外第™ ™号)官 報

（
老
齢
給
付
金
の
支
給
の
制
限
）

第
二
十
条

第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基
準
月
」
と
い
う
。）か
ら
十
年
を
超
え
な
い
期
間
中
に
お

け
る
老
齢
給
付
金
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
拉
致
被
害
者

等
給
付
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
老
齢
給
付
金
は
」
と
、「
対
象
被
害
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
老
齢
被
害
者
等
」
と
、「
及

び
配
偶
者
支
援
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
老
齢
給
付
金
及
び
配
偶
者
支
援
金
」
と
、「
第
四
条
第
一
項
」と
あ
る
の
は「
第

十
七
条
第
一
項
」
と
、「
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
」
と
、「
三
万
円
（
同
条
第
四
項
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
別
表
第
一
の
級
別
区
分
に
応
じ
、
同
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
額
）」と
あ
る
の
は
「
三
万
円
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
拉
致
被
害
者
等
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
老
齢
給
付

金
」
と
、「
対
象
被
害
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
老
齢
被
害
者
等
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
の
規

定
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
、「
第
二
項
か
ら
第
四

項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
」
と
す
る
。

一

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
老
齢
被
害
者
等
が
一
人
の
場
合

当
該
老
齢
被
害
者
等
が
本
邦
に
居
住
し
、
か
つ
永
住

の
意
思
を
決
定
し
た
日

二

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
老
齢
被
害
者
等
が
二
人
の
場
合

当
該
老
齢
被
害
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
本
邦
に
居
住
し
、

か
つ
永
住
の
意
思
を
決
定
し
た
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日

２

基
準
月
か
ら
十
年
を
超
え
た
後
に
お
け
る
老
齢
給
付
金
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
老
齢
被

害
者
等
の
前
年
の
恒
常
的
な
所
得
の
合
計
額
が
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
給
付
金
の
額
に
十
二
を
乗
じ

て
得
た
額
を
超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
年
の
八
月
か
ら
当
該
基
準
額
か
ら
そ
の
前
年
の
恒
常
的
な
所
得
の
合
計
額
か

ら
当
該
基
準
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
十
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
た
額
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額

に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。）を
減
額
す
る
。

３

老
齢
給
付
金
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
す
る
額
と
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
す
る
額
と
の
合
計
額
が
基
準
額
以
上
と
な
っ
た
場
合
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
す
る
額
が
基
準
額
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
年
の
八
月
か
ら
そ
の
支
給

を
停
止
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
し
た
と
き
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
停
止
し
た
と
き
は
、
当
該
老
齢
被
害
者
等
に

書
面
を
も
っ
て
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
等
の
理
由
に
よ
り
、
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
年
額
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
年
額
を
下
回
る

と
見
込
ま
れ
る
場
合
又
は
そ
の
前
年
の
恒
常
的
な
所
得
の
十
分
の
九
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
減
額
の
取

消
し
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
す
る
額

の
変
更
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
停
止
の
取
消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
用
）

第
二
十
一
条

第
三
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
並
び
に
第
十
一
条
（
第
一
項
第
三

号
及
び
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）の
規
定
は
、
老
齢
給
付
金
の
支
給
に
お
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
一
時
金
の
支
給
）

第
二
十
二
条

法
第
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
の
支
給
は
、
老
齢
被
害
者
等
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
支
給
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
老
齢
被
害
者
等
の
持
家
（
自
ら
居
住
す
る
た
め
所
有
す

る
住
宅
を
い
う
。）の
取
得
又
は
改
良
（
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
土
地
又
は
借
地
権
の
取
得
を
含
む
。）そ
の
他
こ
れ
ら
に

準
ず
る
使
途
に
充
て
る
た
め
に
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
老
齢
被
害
者
等
に
つ
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
を
減
額
す
る
額
が
第
十
七

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で
あ
る
と
き
又
は
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
老
齢
給
付

金
の
支
給
を
停
止
し
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
一
時
金
の
額
）

第
二
十
三
条

前
条
の
一
時
金
の
額
は
、
一
時
金
基
準
額
に
老
齢
給
付
金
の
残
余
支
給
期
間
（
二
十
年
か
ら
老
齢
被
害

者
等
が
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
行
っ
た
日
前
に
お
い
て
当
該
老
齢
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
期
間
（
当

該
申
請
を
行
っ
た
老
齢
被
害
者
等
ご
と
に
当
該
期
間
が
異
な
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
長
い
方
の
期
間
）
を
控
除
し
た

期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
応
じ
て
別
表
第
二
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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